令和　年　月　日

（サークル名）
課外活動事故対応マニュアル（雛形）

（1） 事故もしくは怪我人が発生した場合
＜すぐに行うこと＞ 
1 負傷状況の確認を行い、生命確保の処置を取る。
2 適切な応急処置（サークルごとに想定される内容を具体的に記載）を行い、　状況に応じて、適切な医療機関（本学病院・119番も含む）へ連絡し、受診する。
3 負傷者の運搬方法を確認し、必要があれば救急車の要請を行う。
＊頭部の負傷（意識不明等）の場合は、迷わず救急車を要請すること
＊負傷者の運搬・付添いは、複数名で行うこと
　　④ 関係各所（サークル内連絡体制参照）への連絡を行う。
[bookmark: _Hlk138263493]　　⑤ 怪我の程度が全治三週間以上もしくは入院するような場合（怪我の内容及び程度による）、事故の程度が命にかかわるような場合は、サークルとして事故報告書及びその後の対策を学生課に提出する（判断が難しい場合は、顧問に相談し、速やかに学生課に連絡する）。
⑥ 上記⑤該当の場合、一旦活動を停止し、再開については、顧問が判断する。

（２）事故が発生した時のサークル内連絡体制
（学生便覧P19「サークル活動における緊急連絡網」参照）
当事者もしくは
同サークル部員




サークル部長名　〇〇〇〇
安全対策委員名　〇〇〇〇
事故対策担当名　〇〇〇〇

保護者





学生課（平日8:30～17:15）
093-691-7211
産業医科大学代表（夜間・休日）
093-603-1611
サークル顧問名
〇〇〇〇　先生






※サークル部長、安全対策委員または事故対策担当は、できるだけ早い段階で顧問に連絡する。
※サークル部長、安全対策委員または事故対策担当は、速やかに学生課に報告する。
※事故を起こした学生もしくは怪我をした学生は、その後の状況等をサークル部長、安全対策委員または事故対策担当に報告する。
課外活動における熱中症対策マニュアル（雛形）

（2） 熱中症予防のために
暑さ指数（WBGT）を計測する
体育館入口、グラウンド（部室前）、医心館入口、３号館２階入口に設置している熱中症指数モニターで暑さ指数を計測し、用紙に時間及び指数を記入する。計測した指数を確認し、暑さ指数（WBGT）に応じた活動の目安一覧に基づいて、活動について決定する。
※　サークルごとに想定される内容を具体的に記載

（3） 熱中症を発症した場合
＜すぐに行うこと＞ 
4 涼しい場所へ避難する。
5 衣服をゆるめ、体を冷やす（水かけ）。
6 水分・塩分、経口補水液を補給する。
7 様子がおかしい、意識不明等の場合は、迷わず救急車を要請すること
＊患者の運搬・付添いは、複数名で行うこと
⑤ 「課外活動事故対応マニュアル」に則り、対応する。
※　サークルごとに想定される内容を具体的に記載

暑さ指数（WBGT）に応じた活動の目安
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（学生便覧P19）
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（緊急時 １１９番）

夜間・休日 （093-603-1611）

（別添サークル員名簿）

（別添サークル員名簿）

（必要に応じて連絡する）

　　　　　　　　　　　　　



学生課

（093-691-7211）

サークル部長

保護者

医学部長

学 長

産業保健

学部長

学生部長

大学事務部長

サークル学生

顧問教員

課外活動

小委員長

各学部

学生委員長

サークル活動における緊急連絡網

指導教員

産業保健学部

教務部長

医学部

教務部長

※サークル活動中における入院等にかかわる重大事故における連絡手段

※課外活動を行う場合は、この連絡網と「サークル員名簿」を必ず所持しておくこと


